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ⅢⅢl剛

嫌
㈱’

誼’ 男|圏仰』
－ 一

Ⅲ睦訓Ⅲ

●

●

住
民
か
ら
は
、
よ
り
一
瞬
の
長
寿
を
祈
願

保
障
を
宿
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
進
展
に
ご
尽

さ
れ
、
今
後
の
健
全
で
安
ら
か
な
生
活
の

大
会
は
五
百
人
余
り
が
参
加
さ
れ
、
地
域

孝
李
’
し
－
た
０

第
四
同
金
木
町
老
人
福
祉
大
会
が
開
か
れ

敬
愛
さ
れ
た
な
ご
や
か
な

力
な
さ
れ
た
カ
ム
と
し
て
深
く
敬
愛
さ
れ

六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
お
招
き
し
、

九
月
十
五
日
〃
敬
老
の
川
″
に
ち
な
み
、

一
口
■
■
■
、
■
■
・
■
Ｒ
ｕ
、
■
ｑ
字
■
■
。
■
■
■
■
』
■
■
可
の
凸
口
甸
旧
』
■
■
■
■
■
甲
ｅ
●
■
・
■
■
■
二
■
ｑ
己
■
・
■
・
‐

‐
敬
老
の
日
一

一
宇
●
■
■
■
■
■
■
凸
・
■
■
・
二
■
■
■
■
■
■
■
甲
凸
巳
■
■
■
■
■
■
■
●
勺
色
。
』
■
且
月
Ⅱ
叩
・
■
■
言
■
Ｒ
Ｆ
Ｐ
…
●
・
■

（
側
汕
船
側
は
・
・
伽
に
掲
職
）

【
写
真
Ⅱ
盛
会
だ
っ
た
第
四
回
老
人
福
祉
大
会

風
景
】

お
年
寄
り
″
の
お
集
り

I叩I叩11Ⅱ叩IⅡPエリⅧIⅡ7叩IIUIIⅡ'711111＄IIEqIIIIIM1IⅡU1I6叩叩､Ⅱ叩e叩ﾛ叩ⅧIⅡ

lllIIIIJIlIIlIEllIIllIIlUll『111111$llIIllIl』IIIIIllIl』閲11帥加』111110ｩIBM1IIl

HHfil47年10月〃．第117号
J1､

11ノ

292



llllllllllilllllllllllllllllillllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllⅢⅢ||lllllllllillllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

麹
難
蝿
謹
辮
懇
灘
灘

咋
峠
卵
酢
畔
榊
峰
岬
一
帳
》
卦
如
恥
曇
軸
》
州
華
杣
唾
鍔
案
は
次
の
と
お
り
で

》
儒
岨
畦
識
峠
噌
に
掴
叶
酎
砕
岬
岬
州
“
》
州
恥
恥
缶
岬
踏
獺
州
冊
へ
嘩
挫
↑

米
逸
、
伊
滕
滴
慈
の
四
議
口
が
蘭
問
い
健
服
保
険
特
別
会
帥
霧
業
勘
定
）
歳

た
し
ま
し
た
。
人
歳
出
決
猟
、
同
年
度
同
会
計
（
吹
診

蘭
問
は
、
緊
迫
す
る
社
会
浦
勢
、
広
勘
定
）
歳
入
歳
出
決
算
、
報
酬
及
び
賀

域
行
政
の
進
腰
と
地
域
住
民
の
経
済
関
川
弁
淡
条
例
の
一
部
改
正
、
特
別
職
の

係
、
ま
た
、
中
数
瀞
答
叩
に
唯
く
数
行
職
幽
給
与
条
例
の
一
部
改
正
、
職
圓
の

制
皮
の
改
峨
な
ら
び
に
施
投
の
縦
仙
拡
給
与
犬
引
条
例
の
一
部
改
正
、
一
般
職

唖
電
蜘
湘
岫
岬
唾
惣
岼
雑
識
細
繩
確
榊
迦
か
塒
粋
訓
峨
嘩
帷
燕
銃
蓉
州
皿
鵬
畔

岬
想
銅
鋤
州
崎
抱
擁
州
韓
唯
註
記
伽
症
峠
鋤
卿
洲
僻
》
州
岬
一
榊
雌
唾
畑
織

れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
昭
和
門
十
六
年
助
役
樅
条
例
祉
定
、
無
仙
貨
物
川
動
車

鎌
織
綱
轆
繼
織
識

》
》
一
》
》
搾
咋

ど
か
”
必
定
さ
れ
、
一
千
七
日
、
〈
７
年
度
規
澗
、
寄
附
脈
納
の
件
。
●

蕊識
六
億
二
千
三
百
三
十
七
万
円
の

《
弐

四
十
六
年
度
弄
般
会
計
決
算
な
ど
認
定

盗津恐津逢蕊

篝
行
政
管
理
庁
の
出
先
機
側
で
あ
る
宵

森
行
政
監
察
肋
で
は
川
内
に
「
行
政
相

談
川
」
を
没
け
、
ま
た
随
時
符
巾
川
村

に
「
巡
叫
行
政
相
談
所
」
を
附
設
し
、

役
所
に
対
す
る
国
民
の
苦
竹
や
要
望
を

お
聞
き
し
、
こ
れ
を
「
あ
っ
せ
ん
」
し

て
そ
の
解
吠
の
促
進
を
図
っ
て
お
り
ま

す
ｃ
州
淡
は
一
切
無
料
で
秘
密
を
峨
守
し

て
お
り
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
制
度
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
う
ち
に
は
、
役
所
の
業
務

に
つ
き
苦
悩
や
版
見
、
要
望
を
も
ち
な

が
ら
、
行
政
朧
察
同
や
巡
回
行
政
州
淡

行
政
相
談
制
度
に
っ

｣

ヤ

■
笹木正巳氏

所
ま
で
出
か
け
て
州
淡
で
き
な
い
″
か

多
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
力
が
た
か
手
侭
に
州
淡

で
き
る
よ
う
に
と
の
こ
と
か
ら
、
行
政

笹
坪
庁
で
は
、
行
政
朧
察
川
に
代
っ
て

川
談
を
お
聞
き
す
る
行
政
州
淡
委
幽
を

各
巾
町
村
に
配
慨
し
て
お
り
ま
す
。

行
政
相
談
の
対
象
と
な
る
事
例
に
つ
い

て

行
政
相
淡
は
川
の
行
政
機
関
や
公
社

公
川
、
公
叩
、
堺
業
川
か
〃
っ
て
い
る

業
務
、
県
や
巾
町
村
か
脚
か
ら
委
征
と

か
補
助
金
を
受
け
て
い
る
業
務
な
ど
に

関
す
る
Ⅲ
胆
か
そ
の
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
な
お
悌
例
を
示
め
し
ま
す
と
次
の

と
お
り
で
す
。

◇
許
叫
、
忍
叩
の
手
枕
き
を
し
た
が
そ

力
決
定
か
お
く
れ
に
り
、
却
ド
に
な

っ
て
お
刷
り
の
こ
と
。

◎
紙
肥
、
川
餓
な
と
の
窓
Ⅲ
寧
務
に
つ

い
て
ご
不
便
や
お
州
ｎ
の
こ
上
。

◇
生
斫
保
漉
、
児
噸
冊
祉
、
雌
子
価
祉

身
体
肺
洲
柵
祉
、
史
化
貸
金
な
ど
に

● ‘←ヒ
ザ

い

て

節
税
と
経
桝
の
介
即
化

に
げ
色
巾
竹
を

怖
色
叩
杵
を
す
る
と
汀
也
叩
併
搾
除

や
〃
色
専
従
祈
給
７
な
ど
数
多
く
の
特

典
が
あ
り
、
税
金
が
安
く
な
り
ま
す
。

昭
利
叫
’
七
年
分
の
所
〃
金
網
か
二

面
″
円
で
蝋
業
押
従
荷
か
二
人
の
平
均

的
な
肘
の
助
舎
．
斯
色
叩
杵
詮
し
て
い

な
い
人
の
税
金
は
、
所
僻
祝
、
蜘
災
税

化
比
税
を
合
わ
せ
て
二
几
、
し
二
○

円
に
な
り
ま
す
が
、
』
吋
色
叩
杵
を
し
て

い
る
人
は
九
弐
、
：
・
凹
○
川
と
な
り
、

一
凡
几
、
：
パ
○
円
も
少
な
く
て
済
み

ま
す
。
さ
ら
に
絲
慨
の
介
州
化
に
も
投

げ
》
ち
ま
す
か
ら
、
ま
た
師
色
巾
僻
を
し

て
い
な
い
″
は
こ
と
し
か
ら
ど
つ
そ
ｃ

つ
い
て
お
剛
り
の
こ
と
。

辿
峡
年
金
、
恩
船
な
ど
の
こ
と
で
お

川
り
の
こ
と
。

結
核
の
公
出
負
抓
な
ど
に
つ
い
て
お

州
り
の
こ
と
。

失
紫
保
険
や
労
災
保
険
に
つ
い
て
北

川
り
の
こ
と
ｕ

旧
何
Ｍ
雌
の
唯
払
い
、
街
付
な
ど
に

つ
い
て
ご
小
辮
や
お
閥
０
の
こ
と
ｃ

股
地
間
脳
や
股
漿
秀
幽
会
い
業
務
に

つ
い
て
こ
不
溶
や
茄
州
り
の
こ
と
。

造
林
、
州
州
邪
堆
、
川
何
林
、
林
地

な
ど
に
つ
い
て
ご
不
恭
や
お
限
り
の

こ
と
。

災
秤
襖
Ⅲ
、
河
川
改
修
、
上
地
改
良

道
路
皿
馴
な
ど
に
っ
↓
い
て
ご
不
満
や

ご
不
榊
の
こ
と
。

川
雌
金
削
公
叩
、
股
林
漁
捲
金
融
公

叩
、
他
も
金
触
公
叩
な
と
の
削
箇
に

つ
い
て
ご
本
榊
や
お
刷
り
の
こ
と
。

川
か
雌
や
巾
川
村
に
刈
し
て
姿
脈
し

て
細
る
撫
斫
や
附
助
し
て
い
る
拙
業

の
欠
陥
に
つ
い
て
お
瓢
付
の
こ
と
。

そ
の
他
例
の
川
先
鰯
側
の
仕
粥
に
つ

い
て
典
体
的
に
お
州
り
の
こ
と
。

(2）
ザ

卜
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四
十
七
年
度
一
般
会
計
紬
正
予
算
は

五
千
四
百
七
十
一
万
九
千
円
（
予
算
総

額
七
侭
二
千
五
百
九
十
五
万
一
千
円
）

で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
農
業
振
興
澱

の
黒
星
病
防
除
街
補
助
、
伐
採
樹
補
悩

一
ヘ
ヘ

ー
ヘ
ヘ

ー
ヘ
へ

一
一
一

一
』
』

順
雌
蠅
肪
州
訓
＃
Ⅲ
州
な
ど
中
心
に

●

‐
・
・
Ｄ
・
“
’
Ｄ
Ｇ
Ｇ
◇
◇
・
守
・
・
Ｆ
Ｄ
“
６
．
少
・
・
・
・
ｊ
Ｂ
．
■
、

、
ニ
ー
ヘ
ニ
』
へ
一
（
一
《
「
一
《
《
一
、
一
角
』
ヘ
ミ
ー
へ
星
一
へ
（
一
へ
《
ヘ
ヘ
ヘ
《
一
へ
へ
へ
へ
《
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
〈
一
へ
へ
へ
へ
へ
（
一
へ
（

雲
蕊
瀧
蕪
無
澱
捕
窯
一

閏
な
ど
一
千
二
百
三
十
四
万
六
千
円
、

社
会
福
祉
費
の
沢
部
保
健
描
祉
館
建
設

賀
四
百
六
十
八
万
四
千
円
、
保
健
術
生

蛮
の
上
水
道
認
可
設
計
委
託
料
四
百
万

円
、
消
防
微
の
津
軽
北
部
消
防
馴
務
組

【写真＝提案理由を説明する三上町長】

合
負
担
金

百
二
十
四

万
一
千
円

教
育
賀
の

珊
瀬
小
学

校
備
品
購

入
費
百
二

十
三
万
三

千
円
、
腱

業
用
施
設

災
害
復
旧

饗
の
小
田

川
橘
梁
五

百
九
万
五

千
円
、
萩

元
橋
梁
四

百
四
万
七

千
円
、
雲

雀
野
橘
梁

四
百
六
十

万
二
千
円

林
下
水
路

二
百
五
十

万
九
千
円

沢
部
頭
首

工
百
四
十

五
万
一
千

円
な
ど
で

す
。

去
る
九
月
十
五
日
〃
敬
老
の
日
″
に

ち
な
ん
で
、
金
木
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
会
長
剛
中
醐
吉
）
で
は
午
前
十
時

か
ら
金
木
小
学
校
識
堂
に
お
い
て
第
四

川
金
木
町
老
人
福
祉
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
あ
や
ぶ
ま
れ
た
天
候
も
〃
こ
の

日
に
寄
せ
て
〃
か
、
ど
ん
よ
り
型
っ
て

い
た
も
の
の
、
元
気
な
お
年
寄
り
の
方

の
出
足
も
軽
く
、
定
刻
則
よ
り
つ
め
か

け
、
参
加
者
は
約
五
百
人
に
達
し
ま
し

た
。
大
会
は
同
連
合
会
剛
会
長
（
滞
瀬
連

【
写
真
Ｉ
あ
り
し
日
の
思
い
出
ぱ
な
し
に
花
を
咲
か

せ
、
和
や
か
に
語
り
合
う
老
健
方
】

●

の
ス
テ
ー
ジ
は
雄
や
か
な
レ
ク
レ
ー
シ

盛
会
に
行
わ
れ
た
老
人
福
祉
大
会
《
ソ
の
場
と
化
し
、
さ
す
が
の
老
師
方

も
い
さ
さ
か
開
放
感
を
い
だ
い
た
か
の

如
く
、
想
い
思
い
の
話
題
を
も
ち
出
し

金
木
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
膝
を
交
じ
え
て
盃
を
か
た
む
け
て
い
る

合
会
長
神
島
安
次
）
の
司
会
に
よ
り
同

連
合
会
副
会
長
（
喜
良
市
連
合
会
長
近

藤
元
二
）
の
〃
開
会
の
こ
と
ば
″
、
つ

づ
い
て
国
歌
が
斉
唱
さ
れ
、
会
長
挨
拶

の
あ
と
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展

に
お
力
ぞ
い
く
だ
さ
い
ま
し
た
長
寿
者

（
八
十
五
歳
以
上
）
に
対
し
、
深
く
敬
意

を
表
す
る
た
め
、
金
木
町
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
老
令
に

と
も
な
っ
て
生
じ
た
身
心
の
変
化
を
自

覚
し
、
常
に
心
身
の
健
峨
を
保
持
し
、

そ
の
知
識
と
経
験
を
生
か
し
社
会
の
柵

祉
増
進
に
努
め
た
方
が
た

に
連
合
会
長
よ
り
功
労
彰

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
受
彰
者
の
代
表

者
か
ら
謝
辞
が
の
べ
ら
れ

ま
し
た
。

ひ
き
つ
づ
き
来
賓
を
代

表
し
て
県
議
会
議
員
花
田

一
、
町
議
会
副
議
長
野
宮

雄
造
の
各
氏
か
ら
心
あ
た

た
ま
る
よ
う
な
快
よ
い
祝

辞
が
の
べ
ら
れ
、
関
係
者

お
よ
び
地
域
住
民
か
ら
も

ま
す
ま
す
健
や
か
に
、
安

定
し
た
生
活
を
送
ら
れ
ま

す
よ
う
激
励
さ
れ
て
い
ま

し
た
。駁
後
に
青
森
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
長
今
泉
房
吉

氏
の
「
長
寿
の
秘
訣
」
と

題
し
て
、
意
義
深
い
記
念

識
演
が
あ
り
、
一
同
、
万

才
三
唱
し
て
閉
会
し
ま
し

た
。
う
っ
て
か
わ
っ
て
会
場

も
い
さ
さ
か
開
放
感
を
い
だ
い
た
か
の

如
く
、
想
い
思
い
の
話
題
を
も
ち
出
し

膝
を
交
じ
え
て
盃
を
か
た
む
け
て
い
る

光
景
は
、
〃
こ
の
日
な
ら
で
は
″
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
お
よ
び
功
労
彰
の
胴
ら
れ
た

方
女
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
感
謝
状

（
九
○
歳
）

商
森
い
く
よ
（
若
松
町
）
、
田
中
ヨ

シ
（
沢
部
）

（
八
五
歳
）

木
村
す
み
（
新
富
町
）
、
櫛
引
さ
な

（
田
町
）
、
新
岡
カ
ョ
（
小
川
町
）

泉
谷
勇
次
郎
（
下
宇
田
野
）
、
今
ツ

ョ
（
南
本
町
）
原
田
藤
之
助
（
巾
柏

木
）
、
津
田
茂
作
（
上
古
町
）

（
八
○
歳
夫
婦
）

前
田
元
太
郎
（
女
坂
）

▽
功
労
彰

（
金
木
）

沢
田
茂
太
郎
、
延
里
朧
人
、
角
川
兼

八
、
津
島
民
作
、
田
中
与
助
、
石
戸

谷
市
次
郎
、
秋
谷
剪
吉
、
白
川
太
次

郎
、
和
田
清
作
、
角
田
チ
ャ
、
其
川

オ
リ
ョ
、
加
賀
谷
ミ
サ
、
野
崎
エ
マ

中
谷
与
治
工
門
、
成
田
清
一
郎
、
田

中
重
正
、
前
川
盤
太
郎

（
粥
瀬
）

神
島
安
次
、
白
川
春
之
助
、
山
中
熊

四
郎
、
小
山
内
男
治
、
木
村
治
一
郎

原
田
剛
作

（
喜
良
市
）

間
橘
松
太
郎
、
近
藤
元
二
、
今
七
五

郎
、
古
川
渭
九
郎
、
今
清
一
、
伊
丸

岡
浅
五
郎

(3） ザ
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完成は11月中旬に
【
写
真
Ⅱ
完
成
間
近
か
な
金
木
農
協
】

総
工
費
六
千
七
百
五
十
万
円
で

‐
》
、
、
》
金
木
腱
協
訓
務
所
新
築

。
、
ｂ

昨
年
十
吋
合
併
さ
れ
た
（
旧

金
木
股
協
、
川
術
腱
協
、
峠
鵠
良

市
股
協
）
金
木
農
業
協
同
組
合

（
組
合
踵
中
谷
藤
太
郎
）
で
は

去
る
七
川
に
新
築
Ｌ
珊
に
諦
工

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
工
邪
は

股
業
協
同
組
合
の
組
織
を
強
化
し
、
経
営
の
合
．
：
．

：
珊
化
を
は
か
り
、
班
業
を
充
実
さ
せ
、
股
政
の
…

…
刷
新
、
股
家
経
済
の
安
定
維
持
の
た
め
、
旧
金
電
。
：

…
水
股
協
、
川
倉
股
協
、
再
良
市
股
協
か
合
併
し
…

む
め

…
総
工
間
六
千
七
百
五
十
万
円
を
投
じ
、
去
る
七
…

…
月
に
新
築
工
邪
に
猜
工
い
た
し
ま
し
た
。
光
成
…

…
予
定
は
十
一
月
中
旬
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
工
凹
六
千
七
百
五
十
万
円
で
鉄
骨
造

三
階
雌
総
而
枇
一
、
三
三
六
・
五
平
方

腕
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
階
に
は
金

木
文
所
と
礎
期
事
業
所
、
そ
れ
に
腓
帥

が
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
階
は
本
所
と
小
会
織
室
で
、
三
階
は

大
会
議
室
、
小
会
議
室
の
ほ

か
州
人
部
調
理
室
を
設
け
ら

れ
た
ま
こ
と
に
近
代
的
な
も

の
で
、
西
北
随
一
を
誇
る
エ

レ
ガ
ン
ト
な
も
の
に
な
り
そ

う
で
す
。

ま
た
、
完
成
早
々
十
二
月

の
は
じ
め
、
こ
の
三
階
大
会

議
室
を
組
合
負
の
結
婚
式
場

と
し
て
利
用
さ
せ
、
組
合
凸

に
便
宜
を
は
か
る
設
計
で
、

よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

新
規
珊
業
の
主
な
も
の
と

し
て
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
◎
畑
作
地
域
集
団
営
農
パ
イ

ロ
ッ
ト
那
業
（
四
十
七
年

四
十
八
年
度
）

◎
剛
体
営
川
倉
地
区
草
地
開

発
邪
業
（
四
十
七
年
度
）

◎
特
産
物
生
産
団
地
育
成
事

業
（
四
十
七
年
、
四
十
八

年
度
）

●

毎
月
第
三
火
曜
日

五
所
川
原
保
健
所
で
は
、
次
の
日
程

で
、
精
神
衛
生
全
般
に
つ
い
て
相
談
室

を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
遠
忠
な
く
、

ご
利
州
く
だ
さ
い
。

柑
談
員・
緒
神
鑑
定
医
村
本
幸
栄

・
保
健
所
担
当
保
健
州

祁
談
日
毎
月
第
三
火
腿
日
午
後
一
時

▽
四
十
七
年

十
月
二
十
日
、
十
一
月
二
十
一
日
、

十
二
月
十
九
日

五
所
川
原
保
健
所

精
神
衛
生
相
談
室
開
設

毎
年
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
厚
志
を

た
ま
わ
り
厚
く
お
礼
叩
し
上
げ
ま
す
。

共
同
募
金
遮
動
も
こ
と
し
で
満
二
十

五
問
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
間
、
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

界
金
間
も
多
大
な
額
に
の
ぼ
り
、
民
間

社
会
柵
祉
耶
業
拙
進
の
た
め
に
大
き
な

役
削
り
を
果
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
み
の
り
の
秋
の
十
一
月
一

日
か
ら
以
内
一
斉
に
界
金
述
動
が
柵
し

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
町
で
も
行
政
協
力
委
幽
を
通
じ
て

お
願
い
に
お
伺
い
し
て
い
ま
す
か
、
目

標
額
達
成
の
た
め
、
な
お
一
刑
の
ご
協

力
を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ご
参
考
ま
で
に
、
本
年
度

の
目
標
額
は
三
十
四
万
百
円
で
、
現
在

当
町
の
世
滞
数
は
、
被
、
要
保
護
世
滞

を
除
く
と
約
三
千
世
補
で
、
一
世
粥
平

均
一
二
○
円
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

勺
炉
●
Ｐ
ｂ
①
■
か
？
け
む
■
ゆ
今
叩
司
寺
■
“
Ｐ
Ｌ
Ｇ
守
口
“
■
■
や
■
ぬ
Ｐ
●
や
ｑ
■
ｅ
●
●
。
■
の
Ｐ
■
む
む
■
令
ザ
。
■

赤
い
羽
根

た
す
け
あ
い
共
同
募
金

に
、
ご
協
力
願
い
ま
す

ｰ〆

陸 上、海上、航空の自衛官募集中
●

I

○国をささえる若い力

○規律ある生活

○最新の技術習得

○よき社会人としての人間形成

○勤務しながらの勉学

○希望により郷土配置100％

毎日受付、毎日入隊

満18歳～24歳の男子

初任給30,000円実績50,000円

志願についての相談受付は

自衛隊五所川原募集事務所金木町役場民生課

電話⑤2305 電話2111番

11
uI

(4）
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も
ら
え
る
人
は

い
ま
せ
ん
か

Ｉ
福
祉
年
金
ｌ

福
祉
年
金
を
う
け
ら
れ
る
人
で
、
ま

だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
は
い
ま
せ

ん
か
。〈
老
齢
福
祉
年
金
〉
は
、
七
十
歳
以

上
の
お
年
寄
り
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で

す
。
こ
の
ほ
か
に
身
体
な
ど
に
障
沓
が

あ
っ
て
、
円
附
生
活
か
不
自
由
な
お
年

寄
り
に
は
、
六
十
五
歳
か
ら
こ
の
老
齢

補
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

〈
障
害
福
祉
年
金
〉
は
、
澗
戴
や
け

が
な
ど
を
し
て
、
向
分
一
人
で
は
日
附

生
活
の
川
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
裡

度
の
爪
い
隙
桝
の
あ
る
人
に
支
給
さ
れ

る
年
金
で
す
。

〈
母
子
福
祉
年
金
〉
は
、
夫
と
死
別

し
た
典
か
、
中
学
校
卒
業
川
か
、
二
十

歳
木
満
の
、
亜
い
身
体
障
秤
の
子
を
盤

っ
て
い
る
と
き
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
人
は
、
柵

祉
年
金
を
う
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
の
で
、
戴
定
諭
求
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
ま
た
、
柵
祉
年
金
の
支
給
制
限
が
ゆ

る
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
ま
で
は
う

け
ら
れ
な
か
っ
た
人
も
、
今
腱
は
う
け
「
，
□

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
年
金

係
に
ご
川
談
く
だ
さ
い
。

年
金
だ
よ
り

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

ｌ
国
民
年
金
の
古
い
保
険
料
ｌ

刷
民
年
金
加
入
薪
の
皆
さ
ん
、
今
年

●

の
分
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
殴
近
二
年

の
か
け
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
国
民
年
金
の
か
け
金
は
、
二
年
語
過

ぎ
る
と
時
効
に
な
り
、
納
め
た
く
て
も

納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

納
め
た
年
数
が
少
な
い
と
、
う
け
る

年
金
額
か
低
く
な
り
ま
す
し
、
納
め
た

期
間
か
不
足
な
た
め
、
年
金
が
う
け
ら

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

納
め
忘
れ
た
か
け
金
は
時
効
に
か
か
ら

な
い
う
ち
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

今
ば
ら
、
四
十
五
年
の
十
月
分
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
か
で
き
ま

す
。
納
め
る
鋤
合
は
、
年
金
係
の
窓
口
に

術
え
つ
け
て
あ
る
納
付
心
で
銀
行
か
郵

便
川
に
払
い
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
納
付
状
況
か
分
ら
な
い
人
な
ど

は
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

悟
さ
ん
は
、
自
分
に
い
く
ら
く
ら
い

の
財
雌
が
あ
る
か
計
算
し
て
み
た
こ
と

か
あ
り
ま
す
か
。

，
‐
咄
地
、
家
獄
、
貯
金
な
ど
財
産
に
も

い
ろ
い
ろ
あ
ｕ
事
す
が
、
国
民
年
金
も

大
き
な
財
唯
で
す
。
そ
し
て
こ
の
財
産

は
死
ぬ
ま
で
絶
対
に
減
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
は
二
十
五
年
か
け
金
を
納

め
た
人
で
月
八
千
円
を
終
生
う
け
ら
れ

ま
す
が
、
も
っ
と
こ
の
年
令
財
雌
を
ふ

や
し
た
い
人
の
た
め
に
「
坤
和
年
金
」

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
現
征
納
め
て
い
る
定
額
の

五
百
五
十
円
の
か
け
金
の
ほ
か
に
、
三

百
五
十
円
納
め
る
と
そ
れ
だ
け
多
く
年

国
民
年
金
で

財
産
づ
く
り
を

Ｉ
増
額
年
金
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
Ｉ

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
蛎
に

犬
の
放
し
飼
い
は
し
て
犬
か
人
を
か
ん
だ
賜
合
は
、
価
ち

に
飼
い
主
は
保
健
州
に
脱
け
川
を
し
な

や
め
ま
し
ょ
う
け
れ
ば
な
ｎ
ま
せ
ん
．
こ
れ
ら
に
進
反

す
る
と
刑
金
な
ど
が
科
せ
ら
れ
る
場
合

全
国
的
に
、
飼
い
犬
は
ふ
え
て
い
ま
１
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
伽
い
主
は
、
大
も

す
。
ま
た
、
犬
に
よ
る
被
審
邪
故
も
ふ
家
族
の
一
凸
と
考
え
て
允
分
戊
任
を
も

え
て
い
ま
す
。
ち
、
他
人
に
ぜ
つ
た
い
迷
惑
を
か
け
な

犬
の
放
し
飼
い
の
鱗
止
に
つ
い
て
は
い
制
い
〃
を
し
ま
し
ょ
う
。

い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
と
ら
え
て
お
願
い

を
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
一
部
に
放
し
‐
犬
が
見
え
な
く
な
っ
た
ら

飼
い
が
み
ら
れ
ま
す
。

町
の
民
生
課
へ
、

本
県
で
は
、
ま
だ
死
亡
珊
故
は
な
い

又
は
公
示
板
を

も
の
の
、
今
年
一
月
に
八
同
市
内
で
連

続
し
て
子
ど
も
か
襲
わ
れ
て
お
り
、
ま
狂
犬
病
な
ど
の
発
摘
を
防
ぐ
こ
と
か

た
四
月
に
は
南
津
晦
郡
で
、
犬
が
校
舎
ら
も
犬
の
放
し
飼
い
は
鱗
じ
ら
れ
て
い

で
生
従
に
か
み
つ
く
耶
故
が
あ
り
ま
し
ま
す
。
保
健
所
で
は
、
放
し
剛
い
の
犬

た
。
を
兄
つ
け
次
輔
保
健
所
へ
つ
れ
て
い
つ

卯
で
は
、
人
茜
の
危
将
発
生
を
防
止
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
犬
を
す
ぐ
処
分

す
る
た
め
「
飼
い
犬
取
締
条
例
‐
一
を
定
し
な
い
で
、
保
健
所
に
抑
剛
し
て
い
る

め
て
、
人
畜
に
危
秤
を
加
え
る
お
そ
れ
こ
と
を
町
の
民
牛
裸
に
辿
知
が
あ
り
ま

●

金
が
う
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
年
金
額
の
な
い
よ
う
に
犬
を
つ
な
い
で
お
く
こ

は
二
十
五
年
納
め
た
人
で
月
四
千
五
百
と
を
表
務
づ
け
て
い
ま
す
。
た
と
え
つ

円
で
す
。
な
い
で
い
て
も
人
の
通
る
過
路
の
そ
は

こ
の
墹
額
年
金
に
は
、
国
民
年
金
に
や
、
玄
関
わ
き
に
長
い
鎖
を
つ
け
て
人

入
っ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
１
に
危
険
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
は
、
こ
の

加
入
で
き
ま
す
。
義
務
に
迎
反
す
る
わ
け
で
す
。
新
聞
や

く
わ
し
い
こ
と
は
年
金
係
に
お
た
す
郵
便
・
牛
乳
な
ど
の
配
達
業
務
に
従
小

ね
く
だ
さ
い
。
す
る
ひ
と
が
安
心
し
て
仕
鞭
が
で
き
る

驫罪冥蕊 １
１
１
１

|’
評
繍
侭

1
に
ｄ
ｌ

－

，

、

１
Ｊ
た
め
に
も
、
飼
い
主
は
細
心
の
注
怠
を

零

す
。
町
で
は
、
大
の
特
徴
な
ど
を
仰
い

た
も
の
を
公
示
し
ま
す
。
犬
が
け
″
不

明
に
な
っ
た
と
き
は
、
町
の
腿
俳
糾
に

問
い
合
せ
る
か
、
公
祇
槙
を
兄
て
く
だ

さ
い
。
公
・
派
椛

金
木
地
Ⅸ
Ⅲ
桝
林
鰐
附
側（
役
助
伽
）

嚇
瀬
地
区
湘
瀬
支
所
伽

再
艮
巾
地
区
榔
良
市
文
所
Ⅱ

主
州
が
パ
ー
ト
で
働
い
て
給
料
を
も

ら
っ
た
と
き
山
所
紳
税
は
、
次
の
よ
う

に
扱
わ
れ
ま
す
。
①
眼
州
ｍ
パ
ー
ト
収

入
か
年
間
・
三
八
、
○
○
○
Ⅲ
よ
り
少

な
い
と
き
は
、
夫
の
川
押
か
ら
配
偶
折

搾
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
②
、
振
蹄
の
パ

ー
ト
収
入
が
年
間
§
ゞ
．
一
八
、
○
○
○
円

以
化
で
：
一
八
二
、
○
○
○
円
よ
り
少
な

い
と
き
は
、
配
偶
荷
搾
除
は
更
け
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
パ
ー
ト
収
入
に
は
所
押
税

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
③
、
Ｆ
蹄
仙
パ
ー
ト

収
入
が
年
川
・
や
．
八
二
、
○
○
○
円
以
ｋ

の
と
き
は
、
配
仙
街
搾
除
が
受
け
ら
れ

な
い
の
は
も
ち
ろ
，
ハ
、
パ
ー
ト
収
人
に

対
し
て
も
所
押
税
か
か
か
り
ま
す
。

主
婦
の
パ
ー
ト

収
入
と
税
金

z1ll〃豚

’
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
柵
繍
卿
識
一
識
良
群
（
蹄
弾
蓑

ご
誕
生

噸
蟻
岬
囎
柵
舗
雛
蝋

ｔ
ミ
子
（
忠
適
？
謂
難
糾
騨

糾
硴

安
田
泰
鋤
号
峰
鋤
評
》
錨
木
岡
出
美
辞
匙
睡
一
癖
良
姉
（
畔
剛
幟
玲
｛
罐
砧

磯

黙

田
中
士
蕊
懸
篭
騨
癖
鯉
派
価
蕊
窯
（
州
蹴
蕊
郡

松
柵
美
幸
（
が
列
優
女
）
金
木
中
村
理
奈
（
和
博
長
女
）
金
木
（
》
艮
雨
一
一
鍔
一

州
鯏
哩
鎚
錘
林
洲
鮎
顛
蝿
瑳
龍
抑
（
鮒
千
挫
蕪

刑
橋
由
災
子
（
界
長
父
）
灘
艮
市
棟
方
慎
夫
（
雅
夫
：
男
）
再
良
市
（
彬
口
灘
鰯

木
下
英
利
子
（
幸
英
長
女
）
金
木

川
海
芽
久
美
（
繁
男
２
女
）
脈
瀬
一
」
結
‐
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
帖
誰
亜
流
”
雄

尚
柵
由
香
（
砿
雄
３
女
）
金
木

大
橘
幸
一
（
幸
雄
長
男
）
喜
良
市
（
八
月
届
出
）
（
峠
鋤
祁
珪
一
睡
麺

娠
小
太
醐
鯲
溺
訓
細
（
競
多
離
潔
繊
癖
鯉
稀
饗
譲

長
尼
牧
子
（
由
正
長
女
）
金
木
（
鋤
岫
美
枝
瓢
｛
”
識
録
錨
｝
推
海
跡
（
繩
銚
地
融
私
一
郵
弐

調
職
噸
溺
巍
器
蕊
錘
噸
霊
關
恥

剛
卿
亜
岬
ゴ
ー
鏑
鮨
罎
唖
一
刻
良
耐
（
恥
蠅
み
霊
唯
一
州
諾
握
妙
｝
鈍
海
柚
（
訓
州
曄
珪
一
池
幟

鰄
噸
祷
蕊
嘩
極
月
卿
袖
一
蜘
御
紳
繊
撫
燃
繊
維
州
一
洲
軒
職
螂

工
雌
陽
一
郎
（
勝
則
長
男
）
金
木
（
岫
輔
韮
城
一
心
鏥
匪
鋤
一
秘
川
秘
（
秘
剛
ま
華
誠
一
嘩
跡

僻
知
壌
紳
雛
鹿
輌
嬬
ル
挫
蘇
塞
靖
肺
（
柵
ケ
饗
躍

釧
中
岬
搾
汕
一
幟
睡
壁
墾
一
酔
良
”
（
榊
維
真
鋤
那
一
栫
弧
蔵
妬
鋤
一
錨
川
神
（
皿
杣
蝿
地
一
嘩
辣

柵
典
難
僻
難
咋
岬
一
鮒
猟
鞠
孵
獅
燃
海
岬
一
柵
蝿
一
鮒

●

糾
難
躍
脇
雁
嘆
蝶
迩
蕊
溺
潟
糯
（
髄
ゅ
謹
瑚
鋤
燕
児
撫

中
野
香
苗
（
一
三
長
女
〉
金
木
（
蹄
罐
翠
灘
懇
漁
蜘
（
繩
千
雛
（
州
溺
羅
鮴

餓
卿
藤
識
一
誰
耐
（
蹄
弾
雲
ョ
蹴
曜
畔
（
峨
蕊
悪
郎
慰
裏
胤

噸
蟻
岬
囎
柵
舗
許
綱
禰
澗
撚
州
胴
芙
鋤
舳
洲
燃
剛

白
川
俊
悦
（
．

咄
蕊
湘
（

成
出
明
美
（黙
溌
駕
良
駕
鯉
蕊
塗
鰯
（
識
華
畷
蕊
謡
師

岡
山
美

聯
秀

襯
災
紀
枝
（
正
価
準
鋤
一
癖
良
柿
（
州
岬
継
稚
｛
封
那
男
那
地
一
榊
盤
繩
（
駄
吋
蜂
訓
一
認
窄
錐
妙
一
銅
歌
川
柳

岡
田
和

叩
村
理
奈
（
和
博
長
女
）
金
木
（
》
艮
雨
一
一
鍔
一
匙
鋤
｝
率
皿
岬
（
加
州
由
罐
麺
一
叫
咋
ヱ
嘩
妙
一
幟
辨

洲
鮎
顛
蝿
瑳
龍
抑
（
鮒
千
挫
潔
郎
溌
姦
所
使
雌
ソ
錐
蕊
幽
鋤
姦
澗

撫
万
膜
夫
（
燕
夫
＄
男
）
悪
艮
市
帝
口
鍍
蜘
濫
獲
糊
（
繍
恋
塗
建
搦
応
脱

ご
結
‐
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
帖
誰
亜
流
”
維
郎
鐸
“
一
脈
造
釧
（
誠
脈
寿
柵
準
卿
雌
郎
騨
妙
｝
誌
良
淋

（
八
月
届
出
）
（
峠
鋤
祁
珪
一
睡
麺
露
鋤
一
艸
鯉
（
恥
咋
木
郡
諺
一
幻
妙
助
窪
妙
一
岬
虹
輌

（
型
岬
多
嘩
郷
一
鋤
榊
醒
鋤
一
癖
鯉
（
赫
川
鋤
恭
一
鋤
“
匙
妙
｝
糾
秘
（
剛
細
ヒ
ホ
封
（
加
州
郎
醒
妙
一
畦
鮴

（
鋤
岫
美
枝
瓢
｛
”
識
録
錨
｝
推
海
跡
（
繩
銚
地
融
私
一
誹
讓
窪
妙
｝
銃
や
（
叩
確
榊
逐
一
確
秘
郎
邪
妙
一
諦
跡
伽

、
長
尾
文
保
（
惣
峨
長
男
）
神
陳

〆
神
宝
泉
（
男
長
女
）
岡
山
県
（
九
月
屈
出
）
（
岬
舳
千
癖
遜
一
奴
“
郎
四
趨
一
郷
帥
獅

（
恥
蠅
み
霊
唯
一
州
諾
握
妙
｝
鈍
海
柚
（
訓
州
曄
珪
一
地
織
璋
鋤
｝
垂
所
川
跡
（
岬
州
利
雑
一
毛
姻
録
錨
一
紘
畑
細

細
郁
融
毒
鶏
代
遜
僻
廟
千
箪
噸
塞
峪
賀
雛
笠
挫
一
郎
謡
羅
撫

（
”
雌
か
邇
泓
｛
幽
岬
郎
窪
蝿
一
蹄
噸
（
“
啄
志
鉦
雑
一
池
一
二
鍾
蜘
一
訓
所
川
蹄
（
稚
谷
釧
麺
秘
壬
認
咄
３
妙
一
群
雌
Ⅷ

（
岫
輔
韮
城
一
心
鏥
匪
鋤
一
秘
川
秘
（
秘
剛
ま
華
誠
一
嘩
跡
郎
型
”
一
脈
鋤
（
帥
川
の
晒
砥
一
鋤
郵
榔
函
鋤
｝
釧
阜
秘

（
繩
川
ル
征
子
一
唾
錐
窪
鋤
一
癖
良
肺
（
帥
川
ケ
極
壱
一
稗
一
郎
脹
妙
｝
錘
所
柿
（
雌
”
八
唖
薪
一
雄
硫
郎
蝿
鋤
｝
幟
胞
蝿

（
榊
維
真
鋤
那
一
栫
弧
蔵
妬
鋤
一
錨
川
神
（
皿
杣
蝿
地
一
嘩
辣
郎
四
鋤
一
碓
奈
岬
〈
禦
州
鋤
》
二
千
雌
｛
錨
岬
郎
睦
妙
一
謡
艇
蝿

（
評
鋤
嘩
希
一
価
訓
子
窪
妙
｝
幡
海
“
（
岬
蠅
一
翌
奉
錐
帷
威
即
妙
｝
認
所
噸
（
祁
釧
群
奉
岬
剖
師
却
一
瞬
児
励
蝿

（
臘
啓
翠
擢
一
謝
甥
幟
舛
（
鮒
挫
諏
鵬
猩
妙
癌
広
岼
師
価
饗
跡
珊
謬
蕊
“
岬

●

●

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す（八

川
胴
州
）

菊
地
志
津
子
（
こ
こ
認
艮
巾

吉
崎
Ⅲ
（
Ⅶ
）
班
瀬

葛
西
藤
太
郎
（
六
九
）
叫
艮
巾

仙
丸
岡
久
内
（
じ
三
）
寓
艮
巾

山
巾
祢
八
（
七
六
）
流
瀬

鈴
木
盤
一
（
六
七
）
金
木

角
川
や
な
（
八
三
）
金
水

太
川
舳
子
（
二
一
）
群
良
巾

山
川
三
太
郎
（
六
・
・
一
）
金
木

（
九
月
刷
州
）

曲
谷
旺
七
（
七
九
）
金
木

土
岐
只
六
郎
（
八
一
ご
脈
瀬

桜
庭
源
太
（
六
八
）
叫
良
巾

山
川
逸
太
郎
（
五
六
）
金
水

嶋
海
忠
助
（
し
六
）
服
獺

角
川
盟
（
・
・
二
）
金
木

藤
元
納
造
（
Ｈ
ご
金
木

蛸
脇
水
人
郎
（
六
Ｗ
）
服
瀬

松
江
イ
Ｌ
‐
（
八
六
）
金
水

松
旭
や
を
（
八
一
）
金
水

秋
元
祢
之
則
（
四
四
）
川
癒

石
川
谷
未
五
郎
（
六
九
）
金
水
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